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Summary

　The　effects　of 　concentrations 　of 　MS 　medium ，　 sucrose 　and 　polyethylene　glycol（PEG ）on 　bulble監

formed　on　small　globular　scale 　of 　Friti〃aria 　camtschatcensis 　Ker −Gawl．　were 　researched ．　The　scalcs

were 　cultured 　for　4　weeks 　under 　continuous 　light　of 　15001x 　at　25 ℃ on 　a　rotary 　shaker ．　Our　 results

show 　that　the　standard 　strength　MS 　medium 　containing 　6％ sucrose 　and 　1％ PEG 　provides　the　optimun
condition 　for　i皿ducing　and 　subsequent 　growing　bulblets　from　scales 　ef 　Fritillaria　camtschatcensis 　Ker
−Gaw1 ，

Key　Words ： bulblet　growth，　Fritillaria　camtschatcensis 　KeT−GawL ，　polyethylene　glycel，
sucrose ．

緒　　言

　ユ リ科ユ リ属の ササ ユ リを組織培養で 増殖す る試み は

多くの 研究者に よ り行わ れ て お り，球根 りん片（水口 ・大

川，1994a，1994b）や球根 りん片か ら再生 した 子球 の りん

片（浅尾 ら，1992）か らの 子球形成お よ び子球肥大 の 条件

（水 口 ・大川，1994a）が報告さ れ て い る．一方 ， 同科バ イ

モ 属 の 増殖 に 関 し て は Fritillaria　meteagris （Kukulc−

zanka ら，1989）と ク ロ ユ リ （大川 ・北嶋，1998 ；大川 ら，

1999）の 報告 があ るに す ぎな い ．

　 こ れ まで 筆者 ら は ク ロ ユ リの 増殖を目的に ，固体培地

に お け る球根 の 小球状 りん 片 か らの 子球形成お よ び 子球

肥大の諸条件を明 らか に した （大川 ・北嶋，1998；大川 ら，

1999；大川 ・西野，1999）．しか し，培養 で 得られ た子球

は小さ く，圃場に移植 して も腐敗する こ と が 多 い ．健全

な球根を得る に は，子球をさらに 試験管内 で 培養 して 肥

大さ せ る必要が あ る．そ こ で本研究 は効率良く子球を肥

大さ せ る条件を明らか に す る こ とを 目的 と し て ，子球 の

生長 に 及 ぼ す MS 培地，シ ョ 糖お よ び ポ リエ チ レ ン グ リ

コ
ール （PEG ）の 濃度 の 影響を 回転液体培養 で 検討 した ．

2001年 1月 26 日　受付．2001年 3月 16 日 　受理，

材料 お よ び 方 法

実 験 1．子 球 の 肥 大 に 及 ぼ す MS 培地 濃 度 の 影響

　1996年 9月に ク ロ ユ リ球根 （新鮮重 ， 約 10g）を購入 し

た ．同年 11 月上旬 に バ ーミ キ ュ ラ イ トと腐 葉土 を

1：1（v！v ）の 割合で 混合 した用土 をプ ラ ン タ ー（170 × 365

× 150mm ）に 充填 し，球根を植え付けて ガ ラ ス 室で栽培

した．地上部が 枯死 した 1997年 8月に掘り上げ て小球状

りん 片を剥離 し，NAA （O．1ppm ）お よび Kinetin（O．l

ppm）を添加 した 固体 MS 培地 （25 ℃，暗黒下 ）で 8週間

培養 し，得 られ た 再生子球 （新鮮重，約 13mg ）を本実験

に供 した （第 1図 ）．

　MS 培地 の 濃度を 111，112， 114お よ び 118（v！v ）に希釈

する 4区を設けた．そして pH5 ．8に 調節 し，シ ョ 糖 3％を

添加 した 培養液を 100m1 容三角フ ラ ス コ に 60　ml ず っ 分

注後，オ ートク レープ で 120℃，15分間加圧滅菌 した ．

次 い で ，工 タ ノール で 10秒間，2％ 次亜塩素酸 ナ トリウ

ム 溶液で 3分間滅菌 した子球 を 三 角 フ ラ ス コ 当 た り 5個ず

っ 供 し，回転速度 lrpm，20℃ ，1，5001xの 連続照明下で

4週間回転培養 した，供試した 子球は実験開始時 と終了時

に そ の 新鮮重を秤量 し，子球の 増加率 （％）を求め た ，

子球増加率 （％）＝［（培養終了時重量一培養開始時重量）

　　　　　　　 1培養開始時重量 ］× 100
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子球は 1処理 区当た り5個ず つ 供 し，8反復 し た．

実 験 2．子 球 の 肥 大 に 及 ぼ す シ ョ 糖 濃度 の 影 響

　実験 1 と同
一

の 方法 で 得 た再生子球を供 し，非希釈 の

MS 培地 を用 い て ，シ ョ 糖濃度 3，　6，9％ 区および 対照

（無添加 ）区の 計 4区を設 けた．培養お よ び調査方法 は 実

験 1 と 同様 に 行 っ た．

実 験 3．子球 の 肥 大 に 及 ぼ す PEG 濃度 の 影 響

　実験 1 と 同
一

の 方法 で 得 た再 生 子球を供試し，非希釈 の

MS 培地 と シ ョ 糖 6％ で，　 PEG （平均分子量約 7，500）濃

度 1，3，5％ 区 お よ び 対照 （無添加）区 の 計 4 区を設 け

た ．培養お よ び 調査方法 は 実験 1 と 同様 に 行 っ た，

Fig．1．　Bulblet（B）fGrmed　on 　sma ］1　 globular　 scale 　（S）of

　　 Fritillaria　camtschatcensis 　Ker− Gawl．　cultured 　on 　a　rotary

　 　 shaker ．

結 　 果

実 験 1．子 球 の 肥 大 に 及 ぼ す MS 培 地 濃 度 の 影響

　子球の 肥大 は MS 培地 1！1区（第 2図 ）と 1／2区で良好で

あ っ た の に対 し， 114区と 118区は 不良で あ っ た （第 1

表）．111区と 112区の 間に有意差は認 め ら れな か っ た が，

両区 と 1！4区や 1！8区 との 間に 有意差 が 認め られ た．また

子球 は培養開始時 に 白色を呈 して い た が ，培養終了時 に

緑変 した （第 1図，第 2図 ）．

実 験 2．子 球 の 肥 大 に 及 ぼ す シ ョ 糖 濃 度 の 影響

　子球 の 肥大は シ ョ 糖 3％区と 6％ 区で良好で あ っ た が，

9％区と対照区 は不良で あ っ た （第 2図）．子球肥大の最も

優れ た 6％ 区は 他区との 間 に有意差が認 thられた．また子

球肥大が良好で あ っ た 3％区は，9％区お よ び対照区と の

間に有意差が 認 め られ た （第 1表 ）．

実験 3，子 球 の 肥 大 に 及 ぼ す PEG 濃 度 の 影 響

　PEG 　1％ 区 （第 2図 ）の 子球肥大 は他区と比較 して 良好

で あ っ た が，5％ 区 は不良で あ っ た （第 1表 ），子球が最 も

肥大した 1％ 区は 他区との 間 に有意差 が 認 め られ，ま た 3

％区お よ び対照区も 5％区と の問に有意差が 認 め られ た．

考　 察

　MS 基本培地は広範な植物に適応す る が，個 々 の 植物 に

と っ て 最適 で あ る と は 限 らな い ，従 っ て ，対象植物 に 応

じて 培地 の 組成 や 濃度を検討 す る必要 が あ る，本研究 は

回転液体培養 で，まず子球肥大 に適 した MS 培地 の 濃度を

検討 した，そ の 結果，培養後 4週 間で非希釈 と 2倍希釈で

の 子球の 生長は良好で あ っ た，一方，4倍希釈で は 子球の

増加率が 2倍希釈 の約 112で あ り，子球 の 生長 に は 非希釈

Fig．2．　Bulblets　 Qf 　F厂媚 1α rゴα camtschatcensis 　 Ker−Gawl．　 cultured 　 on 　 a　 standard 　 strength 　MS 　 medium

　　 containing 　3％ sucrose （A ），6％ sucrose （B），
　and 　6％ sucrose 　and 　1％ po且yethylene　glycer（PEG ）（C）．　The

　　 scales 　wcre 　cuhured 　on　a　rotary 　shaker ．
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Tab 且e　1，　 Effects　of 　concentrations 　of 　MS 　medium ，

　　　 sucrose 　and 　polyethylene　glycol（PEG ）oll　growth

　　　 of 　the　regenerated 　bulblets　ofFrititlaria

　　　 camtchatcensis 　Ker −Gawl ．　on 　a　rotary 　shaker ．

Bulblet　weight 　 △ Weight

摘　 　要

Medium ＆
　 　 　 　 　 Concent「ation
Chemicals （mg ，　FW ）　　　 （％）

n

MS 　medium

Sucrose

PEG

1！1（v！v ）
1／21

〆41

／8

　9（％）

　6
　 3
　 0

　5（％）

　 3
　 1

　 0

21．2ay20

．2al6

．4b15

．7b15
．Oc26

．9a23

．7bl6

．lc16
．7c25

．Ob31

，2a25

．1b

60，657

，027
．118
．811

．199

，376

．718

．427

．589

．4136

，496

，1

z

（Final　weight
−lnitial　weight ）11nitial　weight × 100．

yData
　are 　treated　with 　Duncan’s　multiple 　range 　test　at

P＝0，05，

な い し 2 倍希釈 の MS 培地が 適する と考え られ た．

　通常，植物の 組織培養 に 供 さ れ る炭素源 は シ ョ 糖 3％で

あ る．糖類は培養液 の 浸透圧を調節 し，高い浸透圧 は植

物の 生 長に影響を及 ぼ す と報告 さ れ て い る （Litz，1986；

Finkelstein・Crouch，1986；Kong ・Yeung ，1995 ）．ユ リ

で も高濃度の シ ョ 糖 は 子球 の 生長を抑制す る と報告 され

て い る （河原林 ・浅平，1988）．本実験 の 結果 子球 の 生

長は シ ョ 糖 9％ 区 と無添加区が他処理区と比較して 著し く

低か っ た．そ の 理 由 と して ，前者は 過度の 浸透圧，後者

は炭素源の 不足 と考え られ る．一
方 3遁 ％ の 範囲 で は培

養期間中に糖の
一

部が消耗 さ れ ，培養液 に 残 っ た 糖 に よ

る浸透圧が植物に 適度 の ス トレ ス を与え た もの と考 え ら

れ る．従 っ て，ク ロ ユ リ子球 の 生 長 に 対 して シ ョ 糖濃度

は 3−・69・ の範囲が適 して い る と考え られ る．

　培養液の 浸透圧調節 に は植物 に 代謝され な い PEG など

を使用す るの が良策 と考え られ る、す で に サ サ ユ リ子球

の 肥大 に PEG 　3％が 良好で あ る と報告されて い る （大城 ・

大川， 1996＞ 本実験の 結果，培養終了時の 子球重の増加

は PEG 　I％ で 高か っ た もの の 、さ ら に 高濃度 に な る に 伴

っ て 低下 した．特に 5％ で は他の 処理区 と 比較 して低か っ

た ．こ の 理 由 と して ，PEG 　5％ で は培養液の 浸透圧が ク

ロ ユ リの 子球生長 の 上限閾値を超 え た もの と考 え られ る．

一方，PEG 　1％ と シ ョ 糖 6％ の組み合わせ に よ っ て 調節

さ れ た培養液 の 浸透圧 は子球の 生長に適 して い る と思わ

れた．そ の 理 由と して，シ ョ 糖 は 培養経過 とと もに 植物

に 吸収 ・代謝 され，シ ョ 糖 に よ る培養液 の 浸透圧 は 低下

す る こ と と，代謝 さ れ な い PEG 　1％ で は子球 の 生長 に 適

度な 浸透圧が長期間保持 さ れ る こ と に よ っ て ，子球 に 適

度な ス トレ ス を与えつ づ けた もの と推定 された．

　ク ロ ユ リ （Fritillaria　camtschatcensis 　Kel− GawL ）の小

球状りん 片か ら得た子球 の 生長 に 及ぼ す MS 培地 ，
シ ョ 糖

お よ び ポ リエ チ レ ン グ リコ
ール （PEG ）の 濃度 の 影響を検

討す る こ と を 目的として ，25 ℃ ，1，50elxの 連続照明下

で 4週間回転液体培養 した．そ の 結果，子球の 肥大に は非

希釈 の MS 培地で ，シ ョ 糖濃度 6％，　 PEG 濃度 1％ とす る

の が 適 して い る と考え られ た ，
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